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表している。つまり、【The Area of a Rectangle＝Length×Width】を直訳すると【長方形の面積＝長い辺（の
長さ）×短い辺（の長さ）】となる。実際、ソースブック［8］※ の中でも長方形の面積の単元で、1 cm× 1 cmの
正方形が長方形の中に何個あるかを数え、またその個数を求める中で次の図 3と 2つの英文の等式を用い、
長い方と短い方の積として長方形の面積を扱っている。
Total No.of squares＝No.of squares on the longer side×No.of squares on the shorter side
 





















実際、スペインの小学 5年生の算数教材［C-1］の単元AREA DEL RECTANGLO Y DEL CUADRADOの
中で図 4の長方形の二辺をそれぞれ La base mide 6 cm、La altura mide 4 cmと呼び、6× 4＝24として面積
を計算している。baseは底辺 altulaは高さの意なので、この場合「底高方式」と呼んだ方が良いように思え









































上図ハ長方形ニシテ其長ハ三寸廣二寸ナリ故ニ其面積ハ 3× 2＝ 6 即チ六平方寸ナリ
図７
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と記述されている。これは長短方式である。また中学受験によく利用されたという明治 13（1880）年『数学






























































年）でも同様であり、いろいろな箇所で 長闊 長平 縦横 といった漢字を図 13のように各辺に当ててい
る。
つまり、この時期、縦は長い辺、横は短い辺、を表していると判断できる。その後、明治初期まで、上記








4× 5＝ 5× 4を理解する上で、縦 4 cm、横 5 cmの横長の長方形を 90°回転させて縦長の長方形にしても面
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